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• 最適なカメラを選ぶためのポイントとして、下記の点を確認しましょう。

焦点距離
2.8/4/6/8/12/ズームレンズ

解像度
2MP/3MP/4MP/8MP...

ナイトビジョン
赤外線/フルカラー

給電方式
DCアダプター/PoE受電

ビデオエンコード
H.264(+)/H.265(+)

カメラタイプと外観
バレット/タレット/ドーム/パンチルト

高性能
AI/動体検知/SDカード対応

保護等級
防水・防塵/耐衝撃性

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラの選定
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• カメラの視野角や撮影距離は、焦点距離に応じて変わります。

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: 焦点距離

• 焦点距離↑→ 撮影距離↑→ 視野角↓
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以下の対応表では、焦点距離および解像度ごとに適した撮影距離を確認できます。

例えば、10メートルの範囲内に映る人物の顔を、クリアに認識できる監視カメラを、低コストで導入したいと希望する場合は、
6mm/2MPのカメラを使用することが推奨されます。

焦点距離

顔 体全体 挙動

2MP 3MP 5MP 2MP 3MP 5MP 2MP 3MP 5MP

2.8mm 4m 7m 8m 10m 16m 20m >20m >30m >40m

4mm 6m 8m 11m 15m 20m 28m >30m >40m >60m

6mm 10m 15m 17m 25m 34m 41m ＞50m ＞70m ＞80m

8mm 15m 20m 23m 35m 45m 57m >60m >90m >120m

12mm 20m 30m 35m 50m 68m 85m ＞100m ＞130m ＞170m

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: 焦点距離



| VIGI TPSA

© 2023 TP-Link Technical Support Team

• 映像の画質はカメラの解像度によって決まるため、解像度が高ければ高いほど映像はより鮮やかにな
る一方、解像や録画に要求されるシステムリソースも増加します。

1MP 2MP 5MP

解像度↑ → 細部↑ → デバイス/伝送速度/ストレージコスト↑

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: 解像度
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• 高解像度の監視カメラは、レジカウンターや会計事務所をはじめとする、ビジネスにおいてとりわ
け重要とされる場面での運用が想定されます。

• ただし、予算やストレージ容量の制約を抱えている場合には、導入費用の削減や長時間の録画を行
うため、あえて解像度を抑えたカメラの使用も視野に入れる必要が出てきます。

1MP 3MP解像度テストカード

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: 解像度
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赤外線ナイトビジョン: 赤外線を照射し、その反射した光を使って、白黒のモノクロ画像を生成します。

導入する主なメリットとしては、コストを安く抑えられるほか、赤外線は肉眼には見えず、発光装置を用

いない、といった点が挙げられます。

フルカラーナイトビジョン: 高感度イメージセンサーとスマート照明機能により、夜間の暗い環境下でも

フルカラーの映像をお届けします。

主なメリットとしては、細かなディテールまで色鮮やかに撮影することが可能です。

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: ナイトビジョン 
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AC/DC電源アダプ

ター

• メリット

•デバイスとセットで管理

•大規模な発電障害を回避しやすい

• デメリット

•環境に左右されやすい

•導入費用がかさむ

PoE給電 (おすすめ)

• メリット

•シンプルなデバイス展開が可能

•安定した給電方式

• デメリット

• PoE/PSE対応デバイスが必須

集中型電源ユニット

• メリット

•低コスト

• PoE/PSEが不要

• デメリット

•不安定な給電方式

•デバイスの展開が困難

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: 給電方式
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動画の圧縮方式が違えば、エンコードに必要となるストレージ容量も異なります。一般的に、H.265の圧縮方法を
使うことで、H.264により圧縮されたファイルサイズの約50%分のストレージ容量を節約することができると言わ
れています。

また、H.265+ (スマートコーディング技術) があれば、様々な環境特性に応じて、機能的にビデオエンコードの効
率を向上させることができます。
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製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: ビデオエンコード
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バレット型カメラは、長い筒型の形

状により、一般的な防犯カメラとし

て広く認識されている形状のカメラ

であり、窃盗・器物破損・その他の

犯罪行為に対して効果を発揮します。

よくある導入先: 

駐車場・空港・交差点

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: 外観
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パンチルトズーム型 (PTZ) カメラは、

遠隔での首振り制御や自動追尾機能に

対応しています。

よくある導入先: 

スパーマーケット・交番・広い屋外ス

ペース

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: 外観
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簡単かつ柔軟に設置可能、防塵 
& 防水、長距離監視向き

パンチルト機能、360° 監視、

防塵 & 防水、

目立たないデザイン、手軽に設

置可能、屋内向けの設計

製品ラインナップ 1 --- ネットワークカメラ: 外観
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• 最適なNVRを選ぶための判断材料として、下記の点を確認しましょう。

チャンネル数
8/16/32/64…

録画解像度
2MP/3MP/4MP/8MP...

デコーディング容量
4-ch @ 2MP

HDDの搭載可能数
1/2/4/8…

圧縮方式
H.264(+)/H.265(+)

特殊機能
PoE給電/AI/リモート管理

製品ラインナップ 2 --- NVRの選定
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チャンネル数とは、NVRに接続できるカメラ台数のことで、接続可能なチャンネル数が多ければ多いほど、
NVRの処理性能が高いことを意味します。

もしカメラの接続台数に対して、NVR1台ではチャンネル数が足りなくなった場合には、より優れた性能を
もつNVRへの切り替えやNVRの別途追加、もしくはVIGIセキュリティマネージャー (最大チャンネル数: 256) 
のご利用をおすすめします。

……

製品ラインナップ 2 --- NVR: チャンネル数
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NVRに取り付けられているHDDが多いほど、ストレージ容量が増え、録画可能時間も伸びます。

各SATA端子ごとに最大10TBのHDDを接続することが可能です。

SATAインターフェイス

カメラ台数 1日 1週間 2週間 1ヵ月

1 21G 147G 295G 632G

4 84G 590G 1181G 2531G

8 168G 1181G 2362G 5062G

16 337G 2362G 4725G 10125G

32 675G 4725G 9450G 20250G

製品ラインナップ 2 --- NVR: ハードディスク数
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監視デバイスは、基本的に24時間連続稼働を前提としており、映像記録はHDDで録画されるため、データ

管理の観点からも、監視システム用のHDDが重要な役割を果たすと言えます。

現在では、主要なHDDメーカー (Seagate・Western Digitalなど) によって、24時間連続録画を想定し

て設計された監視カメラシステム専用のHDDも販売されています。

製品ラインナップ 2 --- NVR: HDD
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デコーディング容量は、NVRによって処理できる最大圧縮映像ストリームを表します。この容量は最大出力解像

度によって左右されるため、NVRから同時に出力される映像ストリームが最大容量を超えないようにする必要が

あります。

つまり、デコーディング容量が増えるほど、NVRが同時に出力できるHDチャンネルの数が増えます。

例を挙げると、NVR1016H V1のデコーディング容量は8MPであるため、 同時再生可能なチャンネル数と解像

度の組み合わせとしては次の通りとなります：1ch @8MP、または2-ch @ 4MP、または4-ch @ 2MP

H.264/H.265

動画圧縮

デコーディング

製品ラインナップ 2 --- NVR: デコーディング容量
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NVRのデコーディング容量には上限があるため、映像のデータ量によっては、ライブ映像が表示されないと

いった動作不良を引き起こすおそれがあります。

監視システムを展開する際には、 NVR側の処理能力が、カメラ側の最大解像度を上回る必要があります。

例として、NVR1008Hの最大解像度が5MPであるのに対し、NVR1008H-8MPの場合は8MPです。

C340-W 4MP

NVR1008H (5MP)

8MPカメラ

製品ラインナップ 2 --- NVR: 解像度 (NVRの処理能力)
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カメラは、H.264またはH.265の圧縮方式を経由して、動画のエンコードを行います。NVRがH.264にのみ対応している

場合は、H.265でエンコードされた映像ストリームはデコードできません。(H.265/H.265+に対応しているNVRは、

H.264/H.264+にも同様に対応していることが一般的です)。

なお、H.265は圧縮効率が高いため、H.265をデフォルトの圧縮方式として使用することをおすすめします。

H.265
NVR1008HC300HP

H.265
NVR1008C300HP

製品ラインナップ 2 --- NVR: ビデオエンコード
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• 最適なスイッチを選ぶためのポイントとして、下記の点を確認しましょう。

LANポート数
8/16/24/52…

給電方式
PoE/PoE+/DCアダプター

LANポートタイプ
100M/1G, 銅線/光ファイバー

特殊機能
マネージスイッチ

製品ラインナップ 3 --- スイッチの選定
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カメラ台数: LANポートに接続されるカメラ;

メイン + サブストリームのビットレート: 例えば、2MPカメラのH.264であれば4M+0.5Mのビットレートが必要;

120%: データパケットのヘッダー部に見られるパケット送信時の冗長性が約20%;

70M: 一般的に、ビデオ監視システムにおける100M LANポートの可用性は、合計ビットレートのピーク時で約70%。

カメラ台数
メイン + サブストリー

ムのビットレート
120% 合計ビデオストリーム

ビットレート

動画ビットレート 70M＞ 1000M LANポートを推奨

動画ビットレート 70M＜ 100M LANポートを推奨

製品ラインナップ 3 --- スイッチ: インターネット通信速度



| VIGI TPSA

© 2023 TP-Link Technical Support Team

例:

24台× H.265 2MP(2M + 0.5M)を実現するためには、アップリンク搭載ギガビットスイッチ

またはギガビットスイッチが必要になります。

17台× H.265 3MP(3M + 0.5M)を実現するためには、アップリンク搭載ギガビットスイッチ

またはギガビットスイッチが必要になります。

カメラ台数 (3MP) ビットレート (Mbps) 帯域幅 (Mbps) スイッチ

4 3+0.5 16 100M

8 3+0.5 34 100M

12 3+0.5 50 1000M アップリンク

16 3+0.5 67
1000M アップリンク
もしくはAll 1000M

25 3+0.5 105 All 1000M

32 3+0.5 134 All 1000M

製品ラインナップ 3 --- スイッチ: LANポートの通信速度
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上図のトポロジーでは、メインストリームで4Mbps、そしてサブストリームで1Mbpsのビットレートをそれぞれ想定しています。

製品ラインナップ 3 --- スイッチ: LANポート
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製品ラインナップ 3 --- スイッチ: 250M給電できるサーベイランス スイッチ
ラインナップ：https://www.tp-link.com/jp/business-networking/surveillance-switch/

https://www.tp-link.com/jp/business-networking/surveillance-switch/
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• 屋外用長距離無線ブリッジはWi-Fi環境を構築し、遠く離れた場所に無線通信インフラを提供します。

製品ラインナップ 4 --- CPEの選定
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製品ラインナップ 4 --- CPEの選定
ラインナップ：https://www.tp-link.com/jp/business-networking/all-wireless/

https://www.tp-link.com/jp/business-networking/all-wireless/
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分析 提案

距離/アングル

500メートルや3～5kmまたは5km以上など、

無線伝送距離によって使用できるCPEが異なり

ます。

距離が最大カバー範囲を超える場合は、

外部アンテナを併用してください。

障害物

1.障害物: 建造物・山・木々によりシグナル強

度は弱まりやすくなります。

2.電波干渉: 市街地で飛び交っている他のWi-

Fi信号がシグナル強度に影響を及ぼします。

電波が良好ではないと感じる際は、

BS+CPEでの通信がおすすめです。

CPEの周囲に2.4GHz信号が多い場合は、

5GHzを選択するとよいでしょう。

カメラ台数

帯域幅はカメラ台数によって決まるため、ま

ずはじめに必要となるカメラ台数とビット

レートを確認する必要があります。

CPEを選択する前に、あらかじめ帯域幅

を計算しておきましょう。カメラ台数が

7台を超える場合には、5GHzのCPEをお

すすめします。

製品ラインナップ 4 --- CPEの選定
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